
教科名 理科 科目 理科(中１全) 単位数 ４ 

 

1. 教科書・副教材 

教科書：新しい科学 1(東京書籍) 副教材：KEY ワーク理科１年(教育開発出版) 

2. 授業の目標(学習指導要領より抜粋) 

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを

通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本

的な技能を身に付けるようにする。【知識及び技能】 

(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 【思考力，判断力，表現力等】 

(3) 自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。【学びに向かう力，人間性等】 

3. 定期試験 

全 5 回 100 点 ※50 分間で理科 1（50 点）と理科 2（50 点）を同時に実施する。 

学期 1 学期 2 学期 3 学期 

時期 1 次(5 月) 2 次(7 月) 1 次(10 月) 2 次(12 月) 期末(3 月) 

4. 観点別評価規準(国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』より抜粋) 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単

元

1 

 いろいろな生物の共通点と相違点に着目

しながら，生物の観察と分類の仕方，生物の

体の共通点と相違点を理解しているととも

に，それらの観察，実験などに関する技能を

身に付けている。  

 身近な生物についての観察，実験などを

通して，いろいろな生物の共通点や相違点

を見いだすとともに，生物を分類するため

の観点や基準を見いだして表現している。  

 いろいろな生物とその共通点に関する事

物・現象に進んで関わり，見通しをもったり

振り返ったりするなど，科学的に探究しよ

うとしている。 

単

元

2 

 身のまわりの物質の性質や変化に着目し

ながら，物質のすがた，水溶液，状態変化を

理解しているとともに，それらの観察，実験

などに関する技能を身に付けている。 

 身のまわりの物質について，問題を見い

だし見通しをもって観察，実験などを行い，

物質の性質や状態変化における規則性を見

いだして表現している。 

 身のまわりの物質に関する事物・現象に

進んで関わり，見通しをもったり振り返っ

たりするなど，科学的に探究しようとして

いる。 

単

元

3 

 身近な物理現象を日常生活や社会と関連

付けながら，光と音，力の働きを理解してい

るとともに，それらの観察，実験などに関す

る技能を身に付けている。 

 身近な物理現象について，問題を見いだ

し見通しをもって観察，実験などを行い，光

の反射や屈折，凸レンズの働き，音の性質，

力の働きの規則性や関係性を見いだして表

現している。 

 身近な物理現象に関する事物・現象に進

んで関わり，見通しをもったり振り返った

りするなど，科学的に探究しようとしてい

る。 

単

元

4 

 大地の成り立ちと変化を地表に見られる

様々な事物・現象と関連付けながら，身近な

地形や地層，岩石の観察，地層の重なりと過

去の様子，火山と地震，自然の恵みと火山災

害・地震災害を理解しているとともに，観

察，実験などに関する技能を身に付けてい

る。 

 大地の成り立ちと変化について，問題を

見いだし見通しをもって観察，実験などを

行い，地層の重なり方や広がり方の規則性，

地下のマグマの性質と火山の形との関係性

などを見いだして表現している。 

 大地の成り立ちと変化に関する事物・現

象に進んで関わり，見通しをもったり振り

返ったりするなど，科学的に探究しようと

している。 

5. 評価の方法 

試験点と平常点から各学期の評価を算出する。 

平常点は授業への取り組みや課題の提出状況，小テスト結果などを鑑みて決定する。 



6. 授業計画 

理科 1 

期 単 時 章 節 実験・観察 

一

学

期

一

次 

単

元

3 

身

の 

ま

わ

り

の

現

象 

8 

1 光の世界 1 物の見え方 

2 光の反射 

3 光の屈折 

4 レンズのはたらき 

 

実 1 反射する光の道筋 

実 2 直方体のガラスを通りぬける光の道筋 

実 3 凸レンズによる像のでき方 

一

学

期

二

次 

8 

2 音の世界 

 

 

3 力の世界 

1 音の伝わり方 

2 音の大きさや高さ 

 

1 日常生活のなかの力 

2 力のはかり方 

3 力の表し方 

4 力のつり合い 

 

実 4 弦の振動による音の大きさと高さ 

 

 

 

実 5 力の大きさとばねののびの関係 

実 6 1 つの物体にはたらく 2 つの力 

二

学

期

一

次 

単

元 

2

身

の

ま 

わ

り

の

物

質 

9 

1 身のまわりの物質とその性質 1 物の調べ方 

2 金属と非金属 

3 さまざまな金属の見分け方 

4 白い粉末の見分け方 

 

実 1 金属と非金属のちがい 

実 2 密度による金属の区別 

実 3 白い粉末の区別 

二

学

期

二

次 

9 

2 気体の性質 

 

 

3 水溶液の性質 

1 身のまわりの気体の性質 

2 溶解度と再結晶 

 

1 物質が水にとけるようす 

2 溶解度と再結晶 

実 4 二酸化炭素と酸素の性質 

 

 

実 5 水にとけた物質のとり出し 

三

学

期

期

末 

9 

4 物質の姿と状態変化 1 物質の状態変化 

2 物質の状態変化と体積・質量の変化 

3 状態変化が起こるときの温度とその利用 

 

実 6 ロウの状態変化と体積・質量の変化 

実 7 混合物の分離 

※状況によって変更する場合があります。 



理科 2 

期 単 時 章 節 実験・観察 

一

学

期

一

次 

単

元

1 

い

ろ

い 

ろ

な

生

物

と 

そ

の

共

通

点 

8 

1 生物の観察と分類のしかた 1 生物の観察 

 

 

 

 

2 生物の特徴と分類 

ルーペの使い方・スケッチのしかた 

双眼実体顕微鏡の使い方 

観 1 身近な生物の観察 

校内生物マップづくり 

実 1 さまざまな生物の分類 

一

学

期

二

次 

8 

2 植物の分類 1 花のつくり 

2 果実をつくらない花 

3 葉や根のつくり 

4 種子をつくらない植物 

5 さまざまな植物の分類 

観 2 植物の花のつくり 

 

観 3 植物の葉や根の観察 

 

二

学

期

一

次 

9 

3 動物の分類 1 身近な動物の分類 

2 脊椎動物 

3 無脊椎動物 

4 動物の分類表の作成 

観 4 動物のからだのつくり 

二

学

期

二

次 

単

元

4 

大

地

の

変

化 

9 

プロローグ 

1 火をふく大地 

 

 

 

2 動き続ける大地 

1 大地の歴史の手がかりをさがしてみよう 

2 火山の姿からわかること 

3 火山の噴火によってふき出される物 

4 火山の活動と火成岩 

5 火山とともにくらす 

1 地震のゆれの伝わり方 

2 地震が起こるところ 

3 地震に備えるために 

 

 

観 1 火山灰をつくる物 

観 2 火成岩の観察 

実 1 地震のゆれの伝わり方 

三

学

期

期

末 

9 

3 地層から読みとる大地の変化 1 地層のなり立ち 

2 堆積岩 

3 地層や化石からわかること 

4 大地の変動 

5 身近な大地の歴史 

 

観 3 堆積岩のつくり 

 

 

観 4 身近な地層で読み取る大地の歴史 

※状況によって変更する場合があります。 


